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　笠置小学校では、平成26年度から通学方法を全面バス通学とします。
　笠置小学校児童の通学方法については平成24年11月から連合教育委員会、笠置小学校及び
笠置町の各関係課により検討を続けてきました。これは平成24年の亀岡市集団登校時の交通事
故をきっかけに全国的に行われた通学路の総点検や笠置小学校 PTAの要望を踏まえたもので、
登下校時の交通安全対策とともに、児童数の減少による通学途上の安全確保も目的としています。
　具体的には下図「笠置小学校通学バス運行」のとおりです。
　登校時は、東部・西部・切山地区の児童は15人乗り循環バスに保育園児とともに小学校の最
寄のバス停まで混乗します。（一部北部児童は徒歩になります。）
　南部（中村・奥・笠置山）地区の児童は26人乗り循環バスに「いこいの館」から役場下バス停
まで乗車します。
　下校時は、既存の循環バス時刻表にもとづき、バスを利用します。
　また、笠置山からの通学児童については、引き続き対策を検討します。

　なお、今回の循環バスを利用したバス通学は、「集団登下校」の安
全確保を主な目的としています。
　地域住民の皆さんには、自宅から集合場所まで、これまで同様に
児童らを見守っていただきますよう引き続きご支援とご協力をお願
いします。
　今後とも児童らが安全に通学できます
ようよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　�����（学校教育課）

１月27日㈪、和束中学校の中川浩先生が、平成25年度文部科
学大臣優秀教員として表彰されました。
中川先生は、平成13年度から和束中学校に数学科の教員として

勤務され、長年にわたり和中生の学力の向上に努めてこられまし
た。生徒の学力実態の把握とその分析のもと、学習意欲を高める
工夫をこらした数学授業を実践され、質の高い学力の定着に寄与
されたことが評価されました。
さらに総合的な学習の時間に取り組んでいる和束中学校の特色

ある活動“お茶学習”の基礎を構築し、「ふるさとを愛し、誇りに
思う生徒の育成」にも力を注いでいただいているところです。

新年度から全面バス通学に ～笠置小学校通学対策～

 
 

保育所・小学校
（東部・西部・切山）便

小学校（南部）便
いこいの館→
　　北部（役場下）

 
 

保育所・小学校
（東部・西部・切山）便

小学校（南部）便
いこいの館→
　　北部（役場下）

N

時間
（発） バス名 バス停

出発

循
環
バ
ス
15
人
乗
り

いこいの館
7：50 有市口
7：55 上有市
8：00 保育所

8：05 北部（旧ガソ
リンスタンド横）

8：08 草畑
8：13 切山第１作業場
8：18 消防車庫前
8：25 奥待避所
8：29 いこいの館
8：35 保育所
8：41 いこいの館

　 　 　

8：00 循
環
バ
ス

26
人
乗
り

いこいの館
8：04 北部（役場下）
8：08 いこいの館

※バス停名は笠置町が定め
る名称に準ずる。

通学バス運行時刻表

和束中学校��中川 浩 先生

１月27日㈪、和束中学校の中川浩先生が、平成25年度文部科

祝祝 文部科学大臣 優秀教員表彰

笠置小学校通学バス運行
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2
月
15
日
㈯
、
笠
置
町
産
業
振
興
会

館
で
開
催
を
予
定
し
て
い
た
「
い
き

い
き
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
」

は
、
前
日
か
ら
の
大
雪
の
た
め
、
作
品

展
示
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
練
習
し
て
こ
ら
れ
た
園
児
や

サ
ー
ク
ル
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

舞
台
発
表
が
中
止
と
な
り
、
ほ
ん
と
う

に
残
念
で
し
た
。
た
だ
、
作
品
展
示
会

場
で
は
、
笠
置
児
童
館
や
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
で
の
活
動
作
品
、
個
人
の
彫
刻
や

写
真
、
水
墨
画
な
ど
多
数
の
力
作
が
並

び
ま
し
た
。
足
元
が
雪
で
滑
る
中
、
来

場
さ
れ
た
方
々
は
、
素

晴
ら
し
い
作
品
を
熱
心

に
鑑
賞
さ
れ
、
心
を
打

た
れ
て
い
ま
し
た
。

　

2
月
23
日
㈰
、
南
山
城
村
文
化
協
会

主
催
に
よ
る
『
第
32
回
文
化
の
つ
ど
い
』

が
南
山
城
村
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
前
の
特
別
公
演
で
は
、
ス
ト

ロ
ー
奏
者
の
神
谷
徹
さ
ん
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
が
お
こ
な
わ
れ
、

来
場
者
は
珍
し
い
音
色
に
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、
南
山
城
村
で

活
動
す
る
文
化
サ
ー
ク
ル
の
ほ

か
、
笠
置
町
や
和
束
町
か
ら
も
４

団
体
が
舞
台
発
表
に
参
加

し
、
３
町
村
の
文
化
交
流

も
定
番
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
作
品
展
示

で
も
笠
置
町
・
和
束

町
か
ら
の
出
品
が
あ

り
、
今
年
も
素
晴
ら

し
い
力
作
が
多
く
の

来
場
者
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
体

験
コ
ー
ナ
ー
で
は
南

山
城
村
な
ら
で
は
の

點
出
し
茶
会
も
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。


